


















































































































































































⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 桐壷
○ 2 帚木
○ ○ 4 夕顔
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 若紫
○ 8 花宴
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 葵
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12須磨
○ ○ 14澪標
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19薄雲
○ ○ 28野分
○ ○ ○ ○ 33藤裏葉
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34若菜上
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40御法
○ 41幻
○ ○ ○ ○ 45橋姫










まずは、桐壺巻光源氏誕生場面 採録に関してであ 。以下は桐壺巻光源氏誕生の採録箇所をま めたものである。「いづれの御時にか～かしづき給ふこと限りなし。 」①②⑤⑥⑨⑪⑫「いづれの御時にか～御局は桐壺なり。 」③④⑦⑧⑩⑭⑮⑯⑰⑱「いづれの御時にか～その恨みましてやらむ方なし。 」⑬全ての教科書で「いづれの御時にか」から採録されていることがわかったが、作品としても冒頭であることや、他の
作品とは違う特徴があ とされてい 点でそれが条件（Ｄ）を満たすため適切であると考える。採録がどこで区切られるのが適切かについては、光源氏の誕生のみよりもそれによる帝や桐壺 更衣、周囲の様子を描いた部分まで採録しているほうが条件（Ｃ）をより満たすため適切であると考えた。したがって、 「いづれの御時にか～御局は桐壺なり。 」や「いづれの御時にか～その恨みましてやらむ方なし。 」までの採録が適切であると考えた。























間に採録されているのは③④⑥⑦⑩⑬の六冊であり⑧は間に参考としての掲載がある。⑧を含めた七冊には桐壺巻冒頭以外のどの場面が採録されているかを整理すると次の表のようになる。⑬ ⑩ ⑧ ⑦ ⑥ ④ ③
飽かぬ別れ藤壺の入内〈参考〉藤壺の入内 桐壺（二）桐壺（三）藤壺の宮の入内藤壺の入内藤壺の入内見出し














間見場面に進むこ は本文の内容や光源氏の心情を把握し難い部分が出てくるはずであるから、なにか工夫が必要である。教科書を確認す 、藤壺入内場面の本文の採録有無に関わらず、 ての教科書で現代語での補足説明があることがわかった。 『解説国語編』には次 ようなことが記されている。






















ラムや葵の上が登場する箇所を採録するなどはされている） 。若紫巻垣間見場面は、女性の登場人物としては若紫と藤壺の宮が中心なため葵の上という存在がなくても話の内容はまとめることができる。しかし、光源氏が結婚 いるのにも関わらずそ 葵の上との関係は良好ではなくそ 中で藤壺の宮や若紫を思うようになるというのが実際の作品の内容である。妻である葵の上という存在がいたということを若紫巻垣間見場面の前に生徒に理解させることは、生徒が今とは違う時代について想像力を広げながら考えることになるはずだ。したがって光源氏が一二歳で元服し、葵の上と結婚するという補足説明は必要である 考える。
次に、光源氏が父桐壺帝の妻藤壺の宮に思いを寄せるようになるという補足説明である。この説明がない③④は藤壺
の入内場面の本文が採録されている。したがって全てで垣間見場面に入る前に、藤壺の宮という存在と彼女に光源氏が思いをよせてい ことを説明して ることになる。垣間見場面から考え 、本文の中に藤壺を思 表現、 「限りなう心を尽くしきこゆる人にいとよう似た まつれる まもらるるなりけり」や「か 人 御かはりに、明け暮れの慰めにも見ばや」があるため、直前 藤 の存在を知らせるのは適切である。
最後に、光源氏が一八歳の時に病気の治療 ために北山を訪れたことの補足説明である。今までの補足説明は光源氏










はこの六冊に関しては、光源氏が若紫と出会うところまでが説明されているからである。⑤⑥⑬では、光源氏がみた少女は若紫（のちの紫の上）であったと いう言葉を出して説明がなされており、⑨では「運命的な出会い」 、⑰⑱では「藤壺宮によく似た少女と出会う」 説明がなされている。これは、 「日もいと長きに」から始まる本文のしかも中心となる内容を現代語で説明しているという点で、 『解説国語編』に示されている現代語 の補足説明の工夫としては配慮が足りないのではないかと思う。『解説国語編』では、原文は尊重される必要があるとし、現代語訳などを取り上げるにしても原文とのかかわりにおいて取り上げることが大切 あるとしている そして具体的な工夫として原文の前後を現代語訳で補うことをあげている。列挙した六冊は本文に入る前に、光源氏は若紫という人物と出会 ことや、運命的な出会いであることを現代語による説明によって知った上で本文に入 ことにな 。言わばこの本文の結論をあらかじめ知った上で読み始める いうことである。これ 、本文（原文）を尊重していな ことになるのでは か。たしかに、本文はすべ 古語のため古語のみで内容をすべて理解すること 難しい。しかしこの本文での一番の核と る部分 現代語で補ってしまうのは適切ではない。本文を読み進める中 内容を把握していくと うよりは、 こで登場するで う人物が重要であるこを知った上で本文を読み進めていくこ になるため、原文を尊重 は言い難い。若紫巻垣間見場面の直前の、さらに桐壺巻冒頭との連結という点での補 説明ではなく 本文 内容ま こ で補足説明がなされ ことは適切 はない。ただ、採録された本文の箇所では、光源氏は、若紫の実際の身分や血縁関係を知っているわけではない。かわいらし








録されている桐壺巻 それ 続く若紫巻の間の三巻の説明がなされ いることである。簡易であり、頭中将や夕顔、品定めなど突如として様々な用語が登場してい 他の教科書の補足説明でも光源氏の年齢に沿って説明はなされているが、このように光源氏以外の存在を示してはい い（あるのは葵 上のみである） 。この補足説明によって 徒が作品や古典への興味を持つようになるという期待はあ 。採録されて いないが、他に 巻があり登場人物がいることを、よくある便覧での説明に限らず教科書においても工夫がなされ こと 良いことだと考える。しかし若紫巻垣間見場面直前で様々な用語があると、本文自体にも難解なイメージを持たせかねな 。だから、補足説明としては光源氏 年齢に沿ったはじめに述べた四点を含み、コラムや参考といっ 形でこ 帚木巻、空蝉巻、夕顔巻の内容を挿入すると「桐壺」冒頭と「若紫」垣間見場面の連結という点では適切で ると考える。
以上をまとめると、藤壺の宮入内の場面を採録したうえで、垣間見場面 本文に入る前の補足説明としては、本文の










みましてやらむ方なし。 」までの採録が適切である。そし 「若紫」垣間見場面においては「日もいと長きに～思ふ心深うつきぬ。 」までが適切である。そして二つの場面の連結という点においては藤壺 宮入内の場面を採録するべきである。
また、その点をふまえたうえで、本稿ではとくに本文の補足説明に対する考察を行ってきた。垣間見場面の本文に入


















氏も、ひそかに藤壺の宮を慕うようになる。光源氏は十二歳で元服して左大臣の娘（葵の上 当時十六歳）と結婚し、官位も進んで中将となったが、藤壺の宮への思慕はますます募っていった。十八歳の年、病気の治療に北山 聖のも を訪れた光源氏は、惟光たちと、小柴垣をめぐらした風情のある僧坊 目をとめる。そして、そこで、藤壺の宮によく似た少女を見つけた。後 紫の上である。
⑥
光源氏は十二歳で元服して左大臣 娘（葵 上、当時十六歳） 結婚 、官位も進んで中将となったが、藤壺の宮への思慕はますます募っ
いった。十八歳の年、病気の治療に北山の聖のもとを訪れた 、惟光たちと、小柴垣をめぐらした風情のある僧坊に目をとめる。そして、そこで、藤壺の宮によく似た少女を見つけた。後 紫の上である
⑦⑧
光源氏は一二歳で元服し葵の上と結婚するが、その生活に満足せず 亡き母の面影を求 て、父帝 もとに入内した藤壺を思慕し続ける。光源氏一八歳の春、彼は熱病にかかって苦しみ、京の北方 山に住む僧のもとにおもむいて、加持祈祷を受けた。そ 日 夕刻のことである。
⑨
桐壺の更衣は、周囲 人々の嫉妬や迫害を受け 病気がちになり、光源氏三歳 夏にこの世を去った その後、父桐壺帝のもとで成長した光


















源氏は、十二歳で元服し、左大臣の娘・葵の上と結婚し が、藤壺への思いはやみがたかっ 。十八歳 春、病気の治療のため赴 た北山で、
源氏は若紫の君（のちの紫の上）を見出だすことになる
⑭⑮⑯
光る君は、 三歳の夏に母更衣と死別する。帝は高麗人の予言なども参考にして、 光る君を臣籍に下し、 源氏とした。元服した光源氏は葵の上（左
大臣の娘）と結婚したが、亡き母に生きうつしだと言われる藤壺の宮をひそかに思慕し続ける。桐壺に続く三巻（帚木―夕顔）は、源氏十七歳の物語である。五月雨の夜、頭中将（葵 の兄弟） ちの語る女性論（品定め）を聞いた後、源氏は、さまざまな恋愛を体験するようになる。ふと知り合った女性（夕顔）の突然の死 遭遇して病床に臥したこともあった。次の若紫の巻は源氏十八歳の春である。
⑰⑱
光源氏の母である桐壺更衣は、源氏が三 のときに亡くなる。帝 高麗人 予言などをもとに源氏を臣籍に下し、源の姓を与えた。元服した














文部科学省『高等学校学習指導要領』 （平成二一年度文部科学省告示第三四号）→『指導要領』文部科学省『高等学校 習指導要領解説国語編』 （平成二二年六月）→『解説国語編』注一
　
山本眞一郎「教科書と文学」 『日本文学』六四巻一号（二〇一五年一月）山本眞一郎氏は、特に小説教材に定番教材が多いとしてその選定や教育的配慮に関して論を進めている。これらは古典教材に関しても同様に言えることだと考える。
二
　
吉井美弥子「国語教育を超えて」 『早稲田大学国語教育研究』三四巻（二〇一四年三月）
三
　
有馬義貴「高等学校「古典」における『源氏物語』採録箇所の提案―「桐壺」冒頭と「若紫」垣間見場面との連結―」 『源氏物語続編の人間関係―付物語文学教材試論』 （新典社・二〇一四年）
四
　
吉井美弥子「国語教科書における『源氏物語』―『源氏物語』は「最高傑作」か」 『源氏物語研究の現在』 （おうふう・二〇〇六年）
五
　
注三に同じ。
日本文学ノート
　
第五十二号
－16－
